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設問内容 平成27年度 平成28年度 全学 リハ学部
設問１ この授業のための予習・復習等をしっかり行いましたか 4.00 4.29 3.63 3.84
設問２ この授業に意欲的に取り組みましたか 4.53 4.57 3.94 4.15
設問３ 授業の構成と方法は良かったですか 4.70 4.60 3.92 4.15
設問４ 教員の話し方は明瞭で聞き取りやすかったですか 4.83 4.74 4.00 4.22
設問５ 学生の理解の程度を把握して授業を進めていたと思いますか 4.63 4.66 3.85 4.08
設問６ 教員の授業に対する熱意・意欲を感じましたか 4.63 4.63 4.08 4.29
設問７ 授業の到達目標や評価方法が授業の最初にわかりやすく示されましたか 4.55 4.60 3.98 4.15
設問８ シラバスに沿った授業内容でしたか 4.63 4.63 4.06 4.25
設問９ 予習・復習等についてわかりやすく示されましたか 4.30 4.51 3.86 4.05
設問10 この授業を理解できて到達目標を達成できたと思いますか 4.45 4.60 3.80 3.99
設問11 この授業で知識が得られ自分の考えを深めることができましたか 4.55 4.60 3.95 4.19
設問12 総合的に判断してこの授業に満足できましたか 4.78 4.66 3.97 4.21
42兵庫医療大学紀要　第₅巻₂号 2017
























































































43 J. Hyogo Univ. of Health Sci.  Vol. 5, No. 2, 2017
The Educational Intervention that Enhances Intrinsic Motivation of Students
Ⅶ　今後の課題と展望
　内発的動機づけには、学習者の価値観や期待も大き
く関係する。特に学習者がいだく期待には4つのパタ
ーン（成功志向型、努力過剰型、失敗回避型、失敗受
容型）が存在し、様々な思考をもった学習者が存在す
る。そのため、学習者の学習意欲を促進するつもりが、
かえって、学習者の意欲を減衰させることにもなりか
ねない。今後は個人やグループの特性を考慮し、少し
でも多くの学習者に「この授業を受けてよかった」と
思ってもらえるように、今後も研鑽を積む必要がある。
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